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Ⅰ 問題の所在
Ⅰ－１ ジャコバンというレッテル




な偏向でもあるなら示してみよ」(Coleridge [15] II, pp. 25-26) と憤っている。
こうしたコウルリッジの態度に対して，若き日に彼とアメリカでの万民平
等社会 (pantisocracy) の実現を夢見たサヅィー (Robert Southey)１）は，その１
週間後の６月１５日付のダンヴァーズ (Charles Danvers) 宛書簡で「馬鹿馬
鹿しいにもほどがあります。もしその言葉の普通の意味で彼がジャコバン
でなかったとすれば，いったい誰がジャコバンだったというのでしょう



































































な破綻であり想像力の破綻でもある」(Thompson [40] pp. 37-38)。
５） ただしジャコバン主義から保守主義へという断絶説に対して，共和主義的思
想の一貫性を強調する連続説的見解が Morrow [30] と Miller [31] によって表
明されている。















































































































































































ゴドウィンの場合，「真理と正義を「剥き出しの抽象の中で (in the nakedness
of abstraction)」で考察しているために，真理と正義の受容者たちの性質，













痛切に感じていたことは言うまでもない (Coleridge [5] pp. 9-10)。しかも彼ら
の思想や運動がこのような危険性を孕んでいることこそ，自由の敵対者に「最
も力強い反論を引き出」すことを可能にさせていることをコウルリッジは見




















接するようになるセルウォール (John Thelwall) は，コウルリッジが『文学
的自叙伝』で「そのときでさえ私の諸原理がいかにジャコバン主義の諸原
理とあるいは民衆主義 (democracy) の諸原理とさえ根本的に異なっていた
ことか」(Coleridge [18] I. p. 184) と記述した箇所に「なぜなら彼はそれを
はるかに超えていたからである。私はそれをよく覚えている。―というの
は，彼は紛れもない熱烈な水平派 (leveller) だったからである」との書き


































ない」(Thelwall [38] p. 454) と述べている。
ところで，セルウォールは当時の改革派の中でも労働大衆の経済的困窮の改






























由と平等！」と叫ぶように命じるのであろう」(Coleridge [6] p. 48)と述べて，
「境遇の平等」を不問とした当時のほとんどの改革者を批判の対象にしている
のである。
１０） Hill [27] によれば，イギリス経験哲学では「想像力の役割は極めて限られて
いて，その作用は疑いをもって評価されていた」(p. 1) のであり，「ロックと









を刺激する想像力を我々にお与えになった」(Coleridge [7] p. 235) と，この時
期のコウルリッジがいう想像力と，『文学的自叙伝』でいう「第一次想像力を，
私は，あらゆる人間による知覚の生きた力であり主要作用因であると考え，
無限の神 (the infinite I AM) における永遠の創造活動を，有限の精神において





































(the Tyranny of Association) から自由に」(Coleridge [6] p.
47) なり，高貴で不分離な観念連合を形成しうる「人間性の現状を超えて
飛翔し」神の「書かれた言葉」を読むことのできる少数の「思慮深い無私
な愛国者」に頼らざるをえなかったことを明らかにする (Coleridge [5] pp.

















































































































































必要性 (the necessity of








政治的真理を大胆に公言すべきであって，一般大衆 (the multitude) に公言
１２）『道徳および政治講義』の論評が９５年３月の『クリティカル・レヴュー』に
載ったが，そこで評者は，コウルリッジがこの確固とした原理について「十






















情念 (inflamed Passions) の衝動から行動するにちがいないからである。」










































るのであり，真理と正義を「剥き出しの抽象の中で (in the nakedness of ab-
straction)」で考察しているために，真理と正義の受容者たちの性質，事情，
能力を充分に吟味することになし国制や摂理を非難しているように思われ


























all the nakedness and solitude of metaphysical abstraction) おかれているかのよう
に単純に捉えて，すすんで賞賛したり非難したりすることはできない」
























I. p. 397) という９８年３月の文面は「不快感を与える背教的な雰囲気」





































































いやる社会諸制度」なのだとコウルリッジは主張する (Coleridge [5] p. 11)。
Ⅳで見るように，経済的困窮は依存を招くがゆえに「貧困は公的自由 (pub-















































制 (state religious establishment) による国家の聖別」が必要なのである。し
たがってバークが国教体制を偏見という場合，それは「理性を欠いている
偏見」という意味ではなく，個人の不十分な理性を補完する「深遠で広大

































































































































国における財産を考えたであろうか」(Coleridge [15] II. pp. 131-133)。
２１） ゴドウィンによれば，「最も純粋な愛情から」性的交渉がなされるべきだと
いう考え方は「現在の習慣の極度の堕落の印」なのである (Godwin [25] II. p.






















































































































息所はありません。」(Coleridge [19] I. pp. 282-83)
ゴドウィンが改革の手段を正しく示しえなかったのは，彼の改革がキリ
スト教に基礎づけられていなかったからであるとコウルリッジは認識する。
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